
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R３.12.16 
第 16 号 

朝日町立大谷小学校 
校長 奥山 勇 

 

 
季節はもう冬の装いですが、１１月は読書に取り組む期間でした。たくさん本を読んでもらうために

様々な取り組みを行いました。 
①は教職員のおすすめの本をホールにおいて、子供たちから本に興味をもってもらう取り組みをしま

した。②と③は担任以外の教職員と、読書推進員が読み語りをしている様子です。④は図書委員会が「し
おりづくり」を企画して、本に興味をもってもらおうとしました。 
ちなみに、一人あたりの１ヶ月の読書冊数は以下の通りです。 
４月 ⇒ ３.５冊    ５月 ⇒ ５.４冊     ６月 ⇒ ３.７冊 
７月 ⇒ ３.７冊    ８月 ⇒ １.６冊     ９月 ⇒ ４.６冊 

１０月 ⇒ ５.４冊    １１月 ⇒ ５.５冊 
３年生以上は、絵本よりも文字が多い本を読むようになります。また、高学年になればなるほど、本

のページ数も多くなります。ですから単純に比較はできませんが、１０月・１１月は１週間に１冊のペ
ースで本を読んでいることになります。難しい本を読むなど、読書の内容も変わってきたようです。活
字ばなれが叫ばれて久しいですが、本を読む習慣は今後も身に付けてほしいと思っています。 

④ 委員会を中心にしたしおりづくり 

① 教職員おすすめの本の展示 ② 担任以外の教員の読み語り 

③ 読書活動推進員による読み語り 

↑ホームページ更新

しました。QR コードで

簡単に見られます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生への読み語り 

寒くなると、教室の中で過ごすこ
とが多くなります。そこで計画員会
では、寒さに負けないで楽しめる企
画を考えくれました。 
① 絵しりとり 
 絵を描いてしりとりをします。 
② 似顔絵 
 班長の顔を順番に描きます。 
③ ちらしパズル 
 時間内にちらしを合わせます。 
④ はしつかみ 
 時間内に何個つかむか競います。 
 体育館はとっても寒かったのです
が、子供たちは夢中になって取り組
んでいました。縦割り班で協力する
ことで、全校生の気持ちが一つにな
った時間でした。 

２年生が１年生に成果を発表 

２年生は国語の「お手紙」で、登場人物の気持ち

になって読むという学習をしてきました。文章をイ

メージして読むことは大切なことです。身振りを入

れながら読んでいるところを、１年生に見てもらい

ました。１年生も興味深く見ていました。 

1月の予定 

 

～６日（木） 年始休業 

 ７日（金） ３学期始業式 

       書初め大会 一斉下校 

１１日（火） 避難訓練 縦割り班長会 

１４日（金） クラブ活動 

１７日（月） 職員会議 

１８日（火） スキー教室（１～４年） 

 ２１日（金） 就学時オリエンテーション 

２５日（火） スキー教室（全学年） 

２７日（木） PTA三役会 

２８日（金） 委員会活動 

３・４年生への読み語り 

５年生への読み語り ６年生への読み語り 

 １２月６日に、母親委員会の皆さ
んから、今年度２回目の読み語りを
してもらいました。 
「十二支のおはなし」 
「すずりくん」 
「ガスこうじょう ききいっぱつ」 
「まめうしのクリスマス」 
「りょうりをしてはいけないなべ」 
「こめとぎゆうれいのよねこさん」 
 委員の方々が、子供たちのことを
考えて選んでくださった本です。 
 朝の落ち着いたひとときに、委員
の皆さんの優しい声がひびいていま
した。子供たちも熱心に聞いていま
した。 

① ② 

③ ④ 


